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Micro XRF/XRD/XAFS analysis of radioactive particulates from Fukushima-Daiichi Nuclear Power Plant 
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SPring-8 の原子力機構専用ビームラインにおいて福島第一原子力発電所（1F）由来の放射性微粒子試料の

放射光分析を実施した。今回の実験では、1F １～３号機の格納容器内部調査で採取した微粒子について、マ

イクロビームによる蛍光 X線分析（XRF）、X線回折（XRD）、X線吸収分光（XAFS）測定を実施した。 
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1. 緒言 

大型放射光施設SPring-8の原子力機構専用ビームラインBL22XUにおいて、令和6年2月に福島第一原子力発

電所（1F）2号機の格納容器内部調査で採取した微粒子試料に対する初めての放射光分析実験を実施した。

続けて令和6年7月の実験では、１～３号機由来の微粒子試料についての分析を実施した。本講演では、これ

らの試料の主要構成元素の分布と結晶構造、化学状態について紹介する。 

2. 実験 

用いた試料は 1F 1~3 号機の格納容器内部調査で採取した放射性微粒子であり、大洗研 FMF にて試料調整

と密封化を行い、SPring-8に運搬した。SPring-8においては KBミラーにより 1μm2に集光した X線を用い、

蛍光 X線分析（XRF）、X線回折（XRD）、X線吸収分光（XAFS）の各測定を同一粒子に対して実施した。 

2. 結果 

XRF 測定で得られた U 及び Zr の空間分布を図１に示した。1 号機試料は U と Zr を同程度含む試料が多

く、3号機試料では Uと Zrの比率が両極端な粒子が多いなどの特徴が見られた。また、それぞれの粒子につ

いて XRD測定と U, Pu, Zrの XAFS測定を行い、その結晶構造や化学状態を明らかにした。本講演では、主

要な粒子について、XRDや XAFSの結果を紹介し、その特徴について議論する予定である。 
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図１. 1F 1 号機(左)、２号機(中央)、３号機(右)から採取された放射性微粒子の蛍光 X 線マッピング 
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